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１
．
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
目
的

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
行
し
、
総
人
口
の
減
少
や
人
口
構
成
の
変
化
等
に
よ
り
公
共

施
設
等
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
く
中
、
今
後
の
公
共
施
設
等
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
等
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
基
本
的
な
考
え
方
（
基
本
方
針
）
を
ま
と
め
た
も
の
。

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画

行
動
計
画
（
各
省
庁
が
作
成
）

国

道 路
河 川

学 校

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

道 路

下 水 道

公 園

福 祉 施 設

学 校 施 設

庁 舎

イ
ン
フ
ラ
資
産

公
共
施
設

福
生
市

総
合
計
画

行
政
改
革
大
綱
等

庁
内
検
討
会
議

個 別 施 設 計 画

計
画
の
位
置
付
け

２
．
福
生
市
の
状
況

（
１
）
公
共
施
設
の
状
況

人
口
一
人
当
た
り
の
行
政
財
産
建
物
延
床
面
積
（
2
.3
7
㎡
）
は
、
都
内
2
6
市
（
1
.9
6
㎡
）

に
比
べ
約
2
0
.9
％
高
い
水
準
。

（
２
）
人
口
動
向

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
り
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
、
市
税

収
入
の
減
少
や
扶
助
費
等
の
増
加
な
ど
、
財
政
状
況
は
よ
り
厳
し
く
な
る
と
予
測
。

…
…

（
３
）
財
政
の
現
況
と
課
題

公
共
施
設
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
毎
年
7
.9
億
円
（
約

2
.2
倍
）
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
。

イ
ン
フ
ラ
資
産
ま
で
含
め
る
と
毎
年
1
2
.2
億
円
（
約
2
.2
倍
）
の
支
出
増
が
見
込
ま
れ
る
。

３
．
計
画
目
標

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
「
総
量
抑
制
」
を
原
則
と
し
、
平
成
2
6
年
度
末
の
公
共
施
設
保
有
量

（
総
延
床
面
積
）
を
概
ね
4
0
年
間
で
2
0
％
（
約
2
7
,0
0
0
㎡
）
削
減
を
目
指
す
。

平
成
2
6
年
度
末
の

公
共
施
設
保
有
量

（
総
延
床
面
積
）

1
3
6
,4
7
6
㎡

約
2
7
,0
0
0
㎡
削
減

庁
舎
（
1
0
,2
2
9
㎡
）

約
2
.7
個
分

概
ね
4
0
年
後
の

公
共
施
設
保
有
量

（
総
延
床
面
積
）

約
1
0
9
,0
0
0
㎡

2
0
％
削
減

４
．
個
別
施
設
計
画
の
イ
メ
ー
ジ

名
称

建
物
の
方
向
性

機
能
の
方
向
性

直
近

10
年
の
取
組

み
説
明

○
○
会
館

長
寿
命
化

継
続

改
修

◆
◆
館

性
能
改
善

検
討

検
討

＊
＊
館
と
の
複
合
化
に
向
け
検
討

▲
▲
セ
ン
タ
ー

廃
止

集
約
・
複
合

－
＊
＊
館
更
新
時
に
集
約

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

【
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
】

庁
内
検
討
会
議

施
設
管
理
（
点
検
・
診
断
、
維
持
管
理
、
安
全
確
保
、
長
寿
命
化
、
複
合
化
・

集
約
化
）
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

施
設
類
型
ご
と
の
基
本
的
な
方
針

○
再
配
置
基
本
方
針

の
検
討

4
0
年
後
を
見
据
え
た

公
共
施
設
の
配
置
の

考
え
方
、
方
向
性

○
施
設
評
価

老
朽
度
等
の
定
量
評
価

と
定
性
評
価

○
財
政
負
担
の
平
準
化

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

個
別
施
設
計
画

【
令
和

2年
度
ま
で
に
策
定
】
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福生市個別施設計画 公共施設再配置基本方針 

 

 

 本方針は、福生市公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）

に基づく福生市個別施設計画（以下「個別施設計画」という。）を策定する

に当たり、公共施設の複合化、集約化による再配置に関する基本的な考えを

定めるものです。 

そこで、公共施設の再配置の基本方針は次のとおりとします。 

 

なお、本方針は、次に示す経過や課題の整理等を踏まえ定めています。 

 

 

（１） 社会教育基本構想 

 現在の福生市の公共施設の配置は、昭和 50 年に社会教育委員会が教

育委員会に答申した「福生市社会教育基本構想－中間報告－」等が、昭

和 52年の「福生市総合計画」に引き継がれ、整備が進められました。 

 この構想は、市民会館、中央図書館等、市内で１箇所整備する中心施

設の他、公民館機能、図書館機能、児童館機能といった各「主要機能」

を持った施設を、中学校区を単位に整備する体系となっています。 

  

１ 再配置基本方針の趣旨

２ これまでの市の施設配置の考え方

（１）福生駅前と文化の森に拠点集積型施設、中央館機能（市内で１箇所あ

れば充足する拠点的施設）を誘導する。 

（２）地域対象施設・機能（分館等）は学校施設を核に集約を図り、コスト

の縮減、市民サービスの効率化、児童生徒の学習環境の向上、地域のコ

ミュニティの維持等を図る。 

（３）公共施設総量の４割を占め、総合管理計画の数値目標への影響が大き

い学校施設の適正配置の検討を今後も進めていく。 
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（２） 福生市立地適正化計画 

 平成 30 年３月に策定された福生市立地適正化計画は、福生駅をはじ

めとする駅周辺へ生活利便施設を集積することにより、更なる利便性の

向上を図り、高齢化への対応や子育てしやすいまちづくりの実現をめざ

したものです。 

 福生駅周辺を中心とする拠点に誘導する都市機能と施設（行政機能で

は保健センター等、教育文化機能では市民会館、図書館等）を定めまし

た。 

•  

 

 （１） 複合化、集約化の推進 

総合管理計画では、総量抑制を原則として、更なる施設の複合化・集

約化の推進を方針の一つに定めています。複合化、集約化を進めること

で、施設の老朽化といった課題の解決を図り、市民にとって施設、サー

ビスの利便性を向上させ、住民同士の交流、空間的、時間的に効率のよ

い施設活用を図っていきます。 

また、再配置で生じた施設の跡地を売却、貸付すれば再配置の財源に

もすることができます。 

 

 （２） 再配置の方法 

 利用圏やサービス面等における市民生活への影響を最小限に抑える

ためには、現在の公共施設の配置を踏まえた複合化・集約化による再配

置を進める必要があります。 

公共施設の再配置は、市内に複数の圏域を設定し、圏域の中に所在す

るいずれかの既存の施設を核として、そこに異なる施設、機能を集約す

る方法や、圏域の中に核となる複合施設を新たに整備する方法が考えら

れます。 

 そして、現在の公共施設は、学校区という圏域を単位に住民にとって

身近な場所に配置されていることを踏まえると、学校施設を核として、

公共施設、機能を複合化、集約化していくことが考えられます。 

  

３ 今後の施設の再配置
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（１） 核としての学校施設に期待されているもの 

 学校施設は防災の拠点、放課後の子どもの居場所等、校庭及び体育館

等の地域開放の推進が期待されています。 

また、福生市では、地域の教育力を高めるために、地域が子どもを育

てていく「コミュニティ・スクール」の導入を進めておりますが、こう

した住民のつながりを形成する取組みの場として活用されることも期

待されています。 

 

（２） 学校施設と公共施設の複合化・集約化の類型 

福生市では、少子化が進展しておりますが、特別支援の充実や少人数

指導の実施といった点から、現在は他の公共施設からの機能移転が図れ

るほど余裕教室が生み出されているといった状況にはありません。 

 学校施設に他の公共施設、機能を複合化する方法としては、学校施設

の更新時に同じ建物に他の公共機能を併設するパターン、校舎に隣接し

て、公共施設棟を建てるパターン、学校の周辺部に公共施設を集合させ

ていくパターン等が考えられます。 

また、複合化にあたっては、責任分担が明確になる施設の区分のほか、

防犯、安全安心の工夫を施す必要があります。そして、将来のニーズの

変化に対応するため、間取りや設備を容易に変えられる設計が望ましい

と考えられます。 

 

（３） 学校施設を複合化・集約化の核とする効果 

 学校施設を核に、他の公共施設、機能の複合化・集約化を図って行く

効果としては、施設が近接、機能連携することによる「利便性の向上」

と公共施設・機能を学校教育に活用することによる「児童生徒の学習環

境の向上」が考えられます。 

また、施設を利用する住民と児童生徒の相互交流や、学童クラブ、ふ

っさっ子の広場を同じ学校施設内に整備することで、「新・放課後子ど

も総合プラン」（平成 30年文部科学省・厚生労働省策定）に基づく一体

型の事業が実施可能になるといった効果も考えられます。 

  

４ 学校施設を核とした複合化・集約化について
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（１） 中学校を核とした場合 

このように、学校施設を核とした複合化、集約化は、様々な効果が期

待されますが、既存の学校施設全てを核とすることは、総合管理計画の

「総量抑制」の原則から外れることになります。 

現行の公共施設が中学校区単位に配置されていることを踏まえると、

当面は、既存の中学校付近に公共施設の集約化、複合化を目指していく

ということが考えられます。 

しかし、その場合、福生第二中学校の学校区は広く、また、ＪＲ青梅

線が学校区を分断しており、福生第二中学校付近に公共施設を集約した

ときには、ＪＲ青梅線以西（福生第一小学校、福生第四小学校付近）が

空白域となる、バランスの悪い配置となってしまいます。 

更に、中学校は、小学校に比べ、部活との兼ね合いから地域開放にお

いて難しい側面があります。 

 

（２） 小学校を核とした場合 

各学年、複数の学級が編成できる学校規模を仮定した上で、「国立社

会保障人口問題研究所」の人口将来予測（平成 25 年３月公表）から割

り出した 20 年後の小学生の推計児童数を割り返すと、小学校は４校程

度で充足する可能性があります。 

同様に、市内の推計人口数を既存の中学校区別で分けると福生第三中

学校の学校区が他に比べて少なくなり、コミュニティの均衡が保てなく

なる可能性があります。 

そこで、将来的には、市内を４区分し、現在の福生第一中学校の学校

区のうちＪＲ青梅線以東の地域に１校、現在の福生第一中学校のＪＲ青

梅線以西の学校区および福生第三中学校の学校区の地域に１校、それに

加え福生第二中学校の学校区のＪＲ青梅線以西、以東に１校ずつ、４つ

の小学校を配置し、そこを核に公共施設を複合化・集約化していくビジ

ョンも描けます。 

以上のことを念頭に、人口の将来推計等を踏まえ、学校施設を核とし

た適正な配置に向けて、更なる検討を進めていきます。 

５ 再配置の核となる施設は中学校か小学校か
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■
 複

合
化
・

集
約
化
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イ
メ

ー
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福
生
市

個
別

施
設
計

画
公
共

施
設

再
配
置

基
本

方
針

の
イ
メ

ー
ジ

◆
学
校

施
設
を

核
と

し
た
複

合
化
集

約
化

◆
 

【
効

 
果

】
 

○
学

校
施

設
の
機

能
を
共

用
・
開

放
す

る
こ

と
に

よ

り
地

域
ニ

ー
ズ
に

対
応
（

体
育

館
、
校

庭
、
プ
ー

ル
、

図
書

館
・
集

会
施
設

）
 

○
学

校
隣

接
地

や
敷

地
内

に
集

約
し

た
施

設
機

能

を
学

校
教

育
に

も
活

用
す

る
こ

と
に

よ
る

学
習

環
境

の
向

上
 

○
学

童
ク

ラ
ブ

、
ふ

っ
さ

っ
子

の
広

場
を

施
設
内

に

整
備

す
れ

ば
、
新
・
放
課

後
子

ど
も

総
合

プ
ラ
ン

に
基

づ
く

一
体
型

事
業
が

実
施

で
き

る
 

○
施

設
が

近
接

、
機

能
連

携
す

る
こ

と
に

よ
る
利

便

性
、

防
災

力
の
向

上
 

○
住

民
、
児

童
生

徒
の

イ
ベ

ン
ト

相
互
参

加
、
交

流
 

【
課

 
題

】
 

○
責

任
分

担
が

明
確

に
な

る
区

分
（

別
棟

と
す

る

等
）、

防
犯

、
安

心
安
全

の
工

夫
 

○
間

取
り

、
設
備

を
変
え

ら
れ

る
設

計
の

検
討
 

（
ス

ケ
ル

ト
ン
・

イ
ン

フ
ィ

ル
方

式
）
 

学
校

 

地
域
対

象
施

設
・

機
能

 

（
学
校

周
辺

へ
集

約
）

 

拠
点
施

設
（
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

）
 

（
多

目
的

ホ
ー

ル
機

能
、

保
健

セ
ン

タ
ー

機
能

、
体

育
施
設

機
能

、
 

図
書

館
機

能
、

市
役

所
等

）
 

 

学
校

 
統

合
の

他
、

義
務

教
育

学
校

等
へ

の
集
約

の
選
択

肢
も
 

拠
点

集
積

型
施

設
・

機
能

 学
校

 

■
再

配
置

基
本
方

針
 

令
和

２
年

度
ま

で
に
策

定
す
る
福

生
市

個
別
施

設
計

画
に
記

載
す

る
市
内

公
共
施

設
の

再
配
置

の
検
討
に
あ

た
り
基
本

的
な

考
え
を

整
理

し
た
も

の
 

【
こ

れ
ま

で
の

市
の

施
設

配
置
の

考
え

方
】

 

➢
社
会
教
育
基
本
構
想
（
昭
和

5
0
年
）
→
 
現
在
の
社
会
教
育
系
施
設
を
通
学
区
域
毎
に
配
置
 

➢
福
生
市
立
地
適
正
化
計
画
（
平
成

3
0
年
）
→
福
生
駅
周
辺
に
拠
点
集
積
型
施
設
を
誘
導
 

【
今

後
の

再
配

置
】

 

➢
福
生
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
平
成

29
年
）
→
人
口
構
造
の
変
化
、
財
政
状
況
か
ら
、
公
共

施
設
機
能
の
総
量
を
抑
制
、
複
合
化
・
集
約
化
の
推
進
や
長
寿
命
化
を
図
る
。
 

公
共
施
設
保
有
量
（
総
床
面
積
）
を

2
0％

削
減
。
 

 
 
➢
現
在
の
公
共
施
設
は
学
校
区
を
単
位
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
近
な
小
・
中
学
校
施
設
を
核

と
し
て
複
合
化
、
集
約
化
を
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

【
学

校
施

設
を

核
と

し
た

複
合
化

・
集

約
化

】
 

 

 
 
➢
学
校
施
設
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
防
災
の
拠
点
、
子
ど
も
の
居
場
所
等
の
機
能
や
施
設
の
地
域
開
放
が

期
待
さ
れ
て
い
る
一
方
、
少
子
化
と
空
き
教
室
は
必
ず
し
も
比
例
す
る
訳
で
は
な
い
。
 

➢
学
校
と
同
じ
建
物
に
公
共
機
能
を
併
設
、
学
校
の
周
辺
や
校
舎
に
隣
接
し
て
、
公
共
施
設
を
建
て
る
パ

タ
ー
ン
 

再
配

置
の
基

本
的
な

考
え
 

（
１

）
福

生
駅

前
と

文
化
の

森
に

拠
点

集
積

型
施
設

、
中

央
館

機
能
（

市
内
で

1
箇

所
あ
れ

ば

充
足
す

る
拠
点

的
施

設
）
を

誘
導
す

る
。

 

（
２

）
地
域

対
象
施

設
・
機

能
（
分

館
等

）
は

学
校
施

設
を

核
に

集
約

を
図
り

、
コ

ス
ト

の
縮

減
、
市

民
サ
ー

ビ
ス

の
効

率
化

、
児

童
生

徒
の
学

習
環
境

の
向

上
、
地

域
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持
等

を
図
る

。
 

（
３

）
公

共
施
設

総
量

の
４
割

を
占
め

、
総

合
管

理
計
画

の
数

値
目

標
へ

の
影
響

が
大

き
い
学

校
施
設

の
適
正

配
置

の
検
討

を
今
後

も
進

め
て
い

く
。

 

地
域
対

象
施

設
・

機
能

 

（
建
物

内
へ

集
約

）
 

 

学
校

 

体
育

館
 

学
童
ク
ラ
ブ
 

児
童
館
 

公
民

館
 

図
書
館

 児
童
館
・
子

育
て
ひ
ろ
ば
 

集
会

施
設

 

学
童
ク
ラ
ブ
 

ふ
っ

さ
っ
子
の
広
場
 

◆
 

福
生
駅

周
辺

 
◆
 

再
配
置

で
空

い
た

跡
地

 

売
却
処

分
・

貸
付
⇒

再
配

置

の
財
源

に
 

◆
文

化
の

森
（
文

化
交

流
拠
点

）
◆

 

（
公

民
館

本
館

機
能

、
図

書
館
機

能
、
体

育
施

設
機

能
）

 
集
約

に
制

約
が

あ
る

施
設

 

（
教

育
セ

ン
タ

ー
、
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

虐
待

対
応

機
能
）
 

 

体
育

館
 

公
民

館
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温水プール等 機械室等

学童クラブ室・幼児室等

普通教室・図工室・音楽室等

児童館

普通教室・職員室・コンピュータ室等

昇降口・普通教室・家庭科室等
小学校

図書館

多目的ホール

体育館

給食厨房・倉庫等 防災倉庫等

図書室

屋上校庭（開閉式ドーム）6F

５F

4F

３F

２F

１F

B１F

B２F

小学校

■３　学校施設の周囲に公共施設が集合

会議室・調理室・和室

音楽室

受付・会議室

連絡路

小
学
校

教室等

教室等

教室等

B１F 体育館温水プール

２F

１F 幼稚園

例　福生第三中学校・れんげ園・田園会館・児童館・福祉センター
     調布市　富士見台小学校・郷土資料博物館
                福祉作業所・学童クラブ

   学校と公共施設の複合化の事例

　小学校に児童館、図書館併設。体育館、多目的ホール、音楽室、家庭科
室、図工室、屋上は児童生徒が使用していない時間は地域に開放(予約
制)。プールも夜間、休日、長期休業を中心に地域利用可能。

　小学校棟に社会教育施設と温水プール（どちらも指定管理者JVが運営
管理）が隣接。動線や利用時間を分け、明確に区分。学校時間内には、
一般の人が入れないように施錠等、物理的な対策が取られている。

類例　品川区立第一日野小学校（学校棟にプラネタリウム、図書館、スタ
ジオ等からなる社会教育棟が隣接）

類例　目黒区立碑小学校（屋内プール、区出張所）

昇降口等

社
会
教
育
施
設

多目的ホール4F

３F

例　千代田区立昌平小学校（昌平童夢館）

■１　学校と同じ建物に公共施設が併設

■２　学校棟に公共施設棟が隣接

例　台東区立上野小学校・幼稚園・社会教育センター

幼稚園・保育施設
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中
学
校
を
核
と
し
た
施
設
再
配
置
の
イ
メ
ー
ジ

三
小

一
中

三
中

二
小

五
小

七
小

一
小

四
小

六
小

二
中

西
口

再
開
発
拠
点

拠
点
集
積
型
施
設
・
中
央
館

地
域
対
象
施
設
・
分
館

【
一
中
区
】

■
一
中
や
三
小
が
立
地
す
る
文
化
の
森
に
は
既
に
公
共
施
設
が
集
積
さ
れ
て
い
る
。

■
文
化
の
森
の
諸
施
設
は
地
域
対
象
施
設
や
拠
点
施
設
を
兼
ね
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
三
中
区
】

■
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
三
中
周
辺
に
地
域
対
象
施
設
を
集
約
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
二
中
区
】

■
二
中
や
六
小
周
辺
を
集
約
の
核
と
す
る
。

■
二
中
の
立
地
は
市
境
な
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
西
口
移

転
前
提
）
、
市
営
住
宅
跡
地
等
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

新
た
に
学
校
施
設
を
核
と
し
た
集
約
拠
点
を
作
る
こ
と
を
、

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
と
並
行
し
て
検
討
す
る
。

①
②

③

二
中
や
六
小
に
施
設
を

集
約
し
た
場
合
、
鉄
道
で

分
断
さ
れ
て
し
ま
う
、

地
域
の
核
と
な
る
施
設

が
無
い
空
白
エ
リ
ア
。

■
本
図
は
、
現
在
の
施
設
の
配
置
か
ら
考
え
ら
れ
る
当
面
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
。

■
３
も
し
く
は
４
拠
点
へ
の
複
合
化
・
集
約
化
が
考
え
ら
れ
る
。

■
学
校
施
設
の
更
新
は
個
別
施
設
計
画
に
大
き
く
影
響
し
、
か
つ
、
拠
点
の
数
と
連
動
す
る

た
め
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

■
検
討
の
間
、
老
朽
化
し
て
し
ま
う
施
設
に
つ
い
て
は
、
必
要
で
あ
れ
ば
長
寿
命
化
を
図
る
。

ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
・
郷
土
資
料
室

歴
史
・
文
化
財
ゾ
ー
ン
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小
学
校
を
核
と
し
た
将
来
の
施
設
再
配
置
の
イ
メ
ー
ジ
例

三
小

一
中

三
中

二
小

五
小

七
小

一
小

四
小

六
小

二
中

牛
浜
駅
周
辺
文
化
の
森
拠
点
集
積
型
施
設

（
二
・
三
小
地
区
・
地
域
対
象
施
設
の
集
約
の
核
）

一
・
六
小
地
区
・
地
域
対
象

施
設
の
集
約
の
核

福
祉
セ
ン
タ
ー

二
・
五
・
七
小
地
区
地
域
対
象
施
設
の
集
約
の
核

一
・
四
小
地
区
・
地
域
対
象

施
設
の
集
約
の
核

青
梅
線

多
摩
橋
通
り

①
② ④

③

■
本
図
は
、

40
年
後
の
将
来
像
の
デ
ザ
イ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
示
す
も
の
。

■
７
つ
の
小
学
校
を
核
と
し
た
複
合
化
・
集
約
化
で
は
「総
量
抑
制
」
が
図
れ
な
い

た
め
、
４
つ
の
小
学
校
に
統
合
を
仮
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
。

■
安
全
確
保
、
住
民
の
動
線
、
防
災
機
能
の
効
率
化
か
ら
、
鉄
道
と
道
路
で
、

市
内
を
４
区
分
に
分
割
す
る
こ
と
を
仮
定
。

ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
・
郷
土
資
料
室

歴
史
・
文
化
財
ゾ
ー
ン

福
生
駅
前

西
口
再
開
発
地
区

拠
点
集
積
型
施
設

拠
点
集
積
型
施
設
・
中
央
館

地
域
対
象
施
設
・
分
館
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福
生
市
立
小
中
学
校
通
学
区
域
図

小
学
校
区
域

中
学
校
区
域

小
学
校

中
学
校

凡
例

三
小

一
中

三
中

二
小

五
小

七
小

一
小

四
小

六
小

二
中

二
小
、
三
小

→
一
中

一
小
、
四
小
、
六
小

→
二
中

五
小
、
七
小

→
三
中

※
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
各
小
学
校

区
域
の
集
合
体
で
す
。

★
通
学
区
域
の
境
界
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会

TE
L 0

42
-5

51
-1

94
8

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

北
西

3
8
8
人
→
2
92
人

（
△
2
4
.8
％
）

南
西

9
8
5
人
→
7
35
人

（
△
2
5
.4
％
）

北
東

9
8
7
人
→
7
68
人

（
△
2
2
.2
％
）

南
東

4
2
6
人
→
3
18
人

（
△
2
5
.4
％
）

※
R
2
2
予
測
数
は
H
2
2
の
実
児
童
数
と
立
地
適
正
化
計
画
の
メ
ッ
シ
ュ
の
数
値
（
6
歳
～
1
1
歳
）
と
の
誤
差
を
数
値
化
（
係
数
）
し
、
R
2
2
の
メ
ッ
シ
ュ
予
測
に
係
数
を
掛
け
合
わ
せ
て
算
出
し
た
。

適
正
規
模
と
思
わ
れ
る

小
学
校
当
た
り
児
童
数
を
4
6
0
人
以
上
と
設
定

※
１
・
２
年
3
5
人
学
級
、
３
～
６
年
4
0
人
学
級

※
標
準
学
級
数
下
限
1
2
学
級

R
2
2
（
2
0
4
0
年
）
の
小
学
校
の
施
設
量

2
,1
13
人
÷
46
0
人
≒
4.
6
校
⇒
４
校

小
学
生
人
口
（
６
歳
～
1
1歳
）と
小
学
校
の
施
設
量
に
関
す
る
将
来
推
計

H
2
2
（2
0
10
年
）実
児
童
数
2,
7
86
人
→
R
22
（
20
4
0年
）予
測
数
2,
1
13
人

（
△
2
4
.2
％
）

施
設
集
約
の
核
と
な
る
小
学
校
の
施
設
量
は
４
校
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

福
生
駅
西
口

再
開
発
地
域

西
口
再
開
発
に
伴
う
住
宅
供
給
の
影
響
度
合
い
は
不
明
だ
が
、

北
西
区
域
の
児
童
数
の
減
少
抑
制
に
作
用
す
る
と
思
わ
れ
る
。

N
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福
生
市
立
小
中
学
校
通
学
区
域
図

小
学
校
区
域

中
学
校
区
域

小
学
校

中
学
校

凡
例

三
小

一
中

三
中

二
小

五
小

七
小

一
小

四
小

六
小

二
中

★
通
学
区
域
の
境
界
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会

TE
L 0

42
-5

51
-1

94
8

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

北
東
3
2
％

1
4
,2
74
人

南
東
2
0
％

9
,0
57
人

R
2
2
（
2
0
4
0
年
）
の
人
口
分
布
予
測

四
分
割
と
現
中
学
校
区
（
三
分
割
）
の
比
較

総
人
口
と
区
域
毎
の
人
口
推
計

H
2
2
（2
0
10
年
）5
9,
79
6人
→
R
2
2（
2
04
0
年
）
予
測
数
45
,3
03
人

（
△
2
4
.2
％
）

二
中
区

43
％

18
,4

88
人

一
中
区

41
％

19
,4

16
人

※
R
2
2
予
測
数
は
立
地
適
正
化
計
画
の
メ
ッ
シ
ュ
の
数
値
。

南
西
3
1
％

1
4
,1
86
人

北
西
1
7
.％

7
,7
86
人

三
中
区

16
％

7,
39

9人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
単
位
は
３
区
分
よ
り
４
区
分
の
方
が
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

N

11


